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期待される効果適用可能な技術分野や製品など

特徴

お問い合わせは
こちらから

電子デバイス

研究成果に関する文献・資料

共同研究者 佐野宏靖・金田泰昌・佐々木秀勝（都産技研）

情報システム技術部
技術グループ
鈴木 聡

⚫ 同期測定が不要
近傍界と遠方界の時間同期測定が不要になります。

⚫ 単一チャンネル信号からの分離が可能
遠方界アンテナが単体の場合でも信号の分離が可能です。

⚫ 周波数・時間両方での評価
分離結果に対して周波数成分と時間成分の両方の視点か
ら評価を行うことが可能となります。

特許出願中

研究員からのひとこと
アルゴリズムなどの情報技術を用
いた製品開発の効率化を目指し
ています。お気軽にお問い合わせ
ください。

複数の放射ノイズが重畳された信号から、各ノイズ源成分を分離できるアルゴリ
ズムを開発しました。この開発により、放射ノイズの原因となっている素子を効率
的に推定することが可能となります。

• 本開発では、時間ドメインで取得した波形をスペクトログラムに変換し、非負値行列因子分解
（ と呼ばれるアルゴリズムによって周波数成分と時間成分へと分解します。

• 分解の際、各ノイズ源の発生周期などの事前情報を制約に加えることにより、特定のノイズ源に対
応した成分を分離することが可能となります。
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オシロスコープにより遠方界信号を時間ドメインで取得

⚫ 鈴木 聡・佐野宏靖・金田泰昌・佐々木秀勝：“非負値
行列因子分解を用いたスイッチングノイズ源識別手法の開
発” 令和 年電気学会全国大会 ，

本技術は、 方式の コンバータなどの
駆動周期が固定されているスイッチング素子から発
生される放射ノイズを分離することができ、放射エ
ミッション試験におけるノイズ源の推定に利用可能
です。

行列分解アルゴリズムによる
放射ノイズ源推定手法の開発


